
 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年度を振り返って 

                         校 長  本 荘  真 

 毎年３月になって年度を振り返るとき「あっという間だった」という気持ちになりま

す。今年度はいつにも増して時間の流れが早かったように感じています。新型コロナウ

イルス感染症がまん延して約２年になります。ずっと学校では感染症拡大防止対策を行

ってきました。「ウィズコロナ」という言葉がありますが、昨年の１２月までは学校でほ

とんど感染者もなく、少し遠い距離感でいられました。しかし、年が明けこの３学期は

まさにウィズ、常に身近なところに忍び寄り、学級閉鎖等の措置を毎日のようにするこ

とになりました。そんな状況下にあっても、２月には２年生のスキー宿泊学習と３年生

の修学旅行を決行しました。難しい判断がいくつもありましたが、コロナ禍であっても

「生徒の教育活動を止めない」とある意味腹をくくりました。特に３年生は、スキーも

行けず宿泊行事をできていなかったので、最後に学年としての思い出を作ってほしいと

思いました。このコロナ禍で何かを決断し実行する時、必ず両極の賛成・反対の意見が

あり正解がないと言われます。人によって状況が異なるので無理もないと思います。そ

れでもこの１年、もっと言えばこの５年、志木二中の保護者の方はあたたかく学校を見

守り応援してくださる気持ちをずっともっていてくださいました。ウィズコロナの中、

学校行事等が実施できたのは、まさに保護者の方の応援のおかげであったと心より感謝

しております。さくら連絡網を活用して、できるだけ学校からの情報発信に努めたつも

りではありますが、言葉足らずやタイミングの悪さなど十分とは言えなかった部分もあ

ったことでしょう。その点についてはお詫びを申し上げます。私は、学校を信じて見守

ってくださる保護者の皆様方の姿勢は、志木二中のとても大きな財産であり、お子さん

が健やかに成長している主要因になっていると感じております。１年を振り返った時、

まずはこのことをお伝えし、お礼を申し上げたいと思った次第です。 

 

 令和４年度は、志木二中が創立５０周年を迎える記念すべき年になります。これを機

に本校がますます発展しますよう、引き続き志木二中の財産を大切にしていただき、来

年度以降もご支援を賜りますようお願い申し上げます。ありがとうございました。 
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